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２．雨量資料

２-１．集中豪雨（大雨）

  ら0.0mmになるまでの合計雨量とし、継続時間は、この間の時間数としました。

那覇と同時に発生したのは、僅かに１回だけで、那覇との相関関係はない。

ピーク時の時間雨量が２時間ほど続くが、ピーク時間雨量自体は那覇の方が大きい。

降雨の継続時間は短く、大きい雨を比較すると那覇の半分程度の時間である。

雨の降る回数は石垣の方が多い(月平均の降雨は那覇が11.7日に対し石垣は12.1日である)。

　が発令された降雨と判断して)、次のような降雨資料を収集しました(那覇地方に同じ)。

　予想を行います(資料総数は、70個になりました)。なお、１降雨の総量は、時間雨量0.0mmか

月総雨量の多い20ヶ月のデータで那覇と比べると、月総雨量とピーク時間雨量は同程度な

発生件数は70回で、那覇67回とほぼ同じ発生回数である。

株式会社　沖橋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

大塚 祐治

  た。那覇より名護の方が雨が多いと思っていましたが、集中豪雨の総量は那覇の方が多いこ

　　今回は、石垣観測所のデータ(インターネットより抽出)を用いて同様な降雨傾向を把握す

那覇と名護に大雨注意報が同じ日に発生(同時に発生)されたのは、33年間で12回ある。　

雨の降る回数は名護の方が多い(月平均の降雨日数は那覇が11.7日に対し名護は12.8日で

那覇の降雨パターンはピーク時間雨量が２回発生することである。名護は１回である。

　ることにしました。その結果、那覇の降雨とは違いがあるようです。

  とは意外な結果でした。以下に那覇と名護の降雨状況を記載します。

発生件数は那覇67回に対し名護が49回であり、那覇の方が20回程度多い。

石垣地方の降雨傾向

　　これまでに沖縄気象台の降雨資料(那覇と名護)を用いて沖縄本島の降雨傾向を把握しまし

このうち９回は、近年12年間に集中している。

同時に発生されると被害が及ぶような大雨(総雨量が200mm以上)となる確率が高い。

集中豪雨の総量およびピーク時の時間雨量ともに那覇の方が多い。

集中豪雨が発生した場合の降雨継続時間は、那覇も名護も同じ程度である。

ある)。

　　集中豪雨は、「時間雨量が多い」ということが常識です。その判断基準として(大雨注意報

　　　　　①時間雨量 40 mm以上

　　　　　②３時間連続雨量 70 mm以上

　　上記の判断基準で雨量を整理して表-１に添付します。これを基に過去の降雨状況や将来の

　　雨量資料として沖縄気象台石垣観測所のデータを用いました。資料は「那覇地方のデータと

６月と９月に雨が多く、その量が近年（平成10年以降）では増えてきている。

　同じ年数」としました(1977年(昭和52年)から2009年(平成21年)までの33年間)。

のに、１降雨の平均は石垣の方が那覇より50mm以上少ない。
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 １）．発生頻度

①

②

③

　　表－１を発生年月別に整理したものが表－２です。これより次の傾向が読み取れます。

間で分散している。

集中豪雨の発生は、多い年で６回(平成２年)である。月に複数回の発生がある(２回が

７ヶ月、３回が２ヶ月)が、残る50回は月１回の発生である。

きている傾向はない(那覇では近年増加傾向にある)。

近年33年間の平均発生回数は年2.12回(近年12年間では年2.25回)となり、近年特に増えて

平成７年までは２月から７月の期間で分散していたが、平成９年以降は４月から10月の期
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 ２）．月別発生状況

①大雨の発生回数は33年間のうち70回（１年に約2.12回）である。

②

③４月から９月までに多く、全体の69％（49回）が発生している（夏場に多く発生）。

④全体の59％（41回）は、総雨量が100mm以上となる（４～９月に34回発生）。

⑤全体の25％（17回）は、総雨量が200mm以上となる（６月と９月には４回発生）。

⑥

発生頻度の多い月（４～６月・９月）以外で発生している。

発生割
合
(％)

1

33.3 33.3

－

－

全体の６％（３回）は、総雨量が300mm以上となる。　発生月は７月・10月・12月であり、

　　表－２を月単位に整理したものが表－３です。これより次の傾向が読み取れます。

大雨の発生は４月～６月に多い（32回（46％））。次に９月が多い
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表－３．大雨注意報発令回数表
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 ３）．１降雨の総量とピーク時間雨量及び継続時間

①大雨の平均雨量は、140.2mmである（最大は336.5mmである）。

②大雨の平均降雨時間は、13.5時間である（最大は39時間である）。

③

　ピーク時間雨量と継続時間についても整理しました。これより次の傾向が読み取れます。

総雨量の多い雨は、降雨継続時間が長いが、ピーク時間雨量は大きいとは言い切れない。

　　表－１の資料を１降雨総量の多い順に整理したものを表－４に添付します。表－４には
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 ４）．集中豪雨のピーク位置

2 7 30

5 3 20

12 4 18

26 5 18

29 5 11

30 11 2

36 6 10

50 12 18

67 6 6

68 9 15

　　時間単位の降雨分布図(ハイエトグラフ)を作成する場合、ピークの位置がどこにくるかは

　重要な問題となります。この位置により、降雨分布図の呼び方(前方山形・中央山形・後方

　山形)が変わります。防災ダム計画では、後方山形(ピーク位置ｒ＝0.8)が採用されいます。

　　ここでは、表-１に添付した集中豪雨がどの分布に当るかを把握します。なお、この検討で

　は表-１の始まりと終わりの0.0mmの時刻を除いたものとしました。表-１のすべての降雨の平

　均をもとめたものが表-13です。これは、下記式で求めたピーク位置で、これによるとピーク

ピーク位置＝
雨の降りだしからの時間数

降雨継続時間

　の位置はｒ＝0.56(中央山形)となります。

　　表-13のうちピーク時間雨量の大きい雨に絞って整理すると、表-12のようになります。表

　-12は、時間雨量の上位10個の平均を求めたものです。これではｒ＝0.64となるが、前方に

　ピークがある２降雨を除くと、ｒ＝0.78(後方山形)となります。

表－12．ピーク位置算定表　石垣（ﾋﾟｰｸが大きい雨量）

No 生起年 月 日 総雨量
ﾋﾟｰｸ時間
雨量

降雨時刻 継続
時間
ﾋﾟｰｸ
時刻
始りから
の時刻
ﾋﾟｰｸ到達
割合始り 終り

1977 S.52 229.0 72.0 17 36 20 30 14 0.70

1979 S.54 84.0 73.0 3 5 3 3 1 0.33

1984 S.59 285.0 75.0 6 18 13 16 11 0.85

268.0 120.0 19 29 11 25 7 0.64

139.0 84.0 16 24 9 19 4 0.44

1 1.0078.5 78.5 16 16

197.0 70.5

1 16

15 23 9 19 5 0.56

2000 H.12 93.0 68.5 21 25 5 23

141.0 68.5 25 29

15 33

3 0.60

5 27

191.0 84.0 24 38

3 0.60

79.4 9.10

1989 H.1

0.64

平均 No.5とN.29を除く平均 0.78

10 0.67

平均 170.6

2008 H.20

1990 H.2

1992 H.4
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 ４）．連続雨量

1 6 24

2 7 31

4 9 12

6 10 24

7 7 15

8 7 22

12 4 18

26 5 18

36 6 10

55 10 29

60 6 12

67 6 6

68 9 15 0.95

平均 68.4 117.4 146.0 162.3 177.1 223.7 0.83

173.5 180.5 182.0 191.02008 H.20 84.0 154.5

0.76

2008 H.20 68.5 101.5 133.0 139.0 141.0 141.0 1.00

137.5 149.0 157.0 207.52005 H.17 54.5 108.5

0.90

2002 H.14 67.5 98.0 124.5 145.5 183.0 336.5 0.54

162.0 171.0 178.0 197.01992 H.4 70.5 128.0

0.78

1989 H.1 120.0 201.5 228.0 243.5 258.5 268.0 0.96

168.0 192.0 223.0 285.01984 S.59 75.0 117.0

1.00

1981 S.56 63.0 95.0 124.0 153.0 175.0 320.0 0.55

99.0 117.0 117.0 117.01981 S.56 52.0 77.0

0.74

1980 S.55 44.0 78.0 101.0 126.0 127.0 142.0 0.89

139.0 155.0 164.0 223.01978 S.53 60.0 119.0

0.88

1977 S.52 72.0 139.0 166.0 173.0 175.0 229.0 0.76

総雨量
５時間以
内の割合

1977 S.52 58.0 109.0 143.0 166.0 222.0 251.0

表－14.連続雨量の大きい降雨

No 生起年 月 日
1時間雨
量
２時間連
続雨量
３時間連
続雨量
４時間連
続雨量
５時間連
続雨量

　でなく、連続雨量についても検討する必要があると思います。

＝５時間以内の割合
５時間連続雨量

総雨量

　　防災計画では１時間雨量と日雨量を対象として確率計算を行い、計画が立てられます。

　石垣の場合、ピーク時間雨量は那覇と同等程度ですが、２時間ないし３時間連続して降る

　傾向（言い換えるならば「短時間に集中して降る」傾向）がありますので、１時間雨量だけ

　　表－１の集中豪雨のうちピークが大きく、時間雨量の大きい雨が連続するものを抽出する

　と表－14の13個が揚げられます。これから解るように２時間連続雨量は100mmを上回るものと

　なります。また、５時間連続雨量では200mmを上回り、５時間以内に80％以上が降っているこ

　とになります。
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２-２．総雨量

　１）．月合計と年合計雨量

①

②月合計雨量が500mmを越えた月は10回ある。このうち６回は、近年12年に発生している。

③

④

⑤

　に添付しました。

いることが判る。ただし、多い年と少ない年は３年以上続かない。

　合計雨量についても整理しました。これを表－５に整理しました。また、年降雨分布を図-１

「雨が多い年」を年間雨量が平均より多い年とするならば、少ない年と多い年は連続して

月合計雨量(33年間の平均)が200mmを越えた月は５月・６月・８月・９月の４ヶ月である。

　　また、洪水被害をもたらした月は、「その月の総雨量も多いはずである」との観点から月

年合計雨量(33年間の平均)の平均は2082mmである。近年12年では微増増の2129mmである。

　　表－５より次の傾向が見られます。

近年12年で見ると10月が200mm以上(５月が200mm以下)となり、９月は300mm以上となる。

　　一般的に被害をもたらす降雨は「時間雨量が多いだけでなく続けて降る雨」と考えられま

　す。　表－１の降雨記録のうち、「総雨量の多い雨が洪水被害をもたらした」と言えます。

那覇の20％増からすると近年の増加量は殆どない。

雨が非常に少ない年が、1986年(1495.5mm)・1993年(1193.0mm)・2003年(1395.0mm)の３年

ある。これより、10年に１回は渇水年が発生する確率となる。
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　２）．月合計と豪雨の関係

①

②

③５月(６回発生)が最も多いが、近年12年では９月(４回発生)が多くなっている。

④上位20ヶ月の平均では、月総雨量とピーク時間雨量は、那覇とほぼ同じであるが１降雨の

雨量は那覇より50mm程度少なくなっている。

540.6

石 垣 545.5 172.3 56.6

29ヶ月のうち、豪雨(大雨注意報発令)が発生している月は22ヶ月(76％)である(那覇は80　

  する。これより次の傾向を読み取ることができます。　

52.5

月降雨量の平均 １降雨量の平均 ピーク時間雨量の平均

230.0那 覇

％)。複数回発生は８ヶ月あり、那覇の５ヶ月を上回る。これより、「大雨があった月は、

月降雨量上位20ヶ月平均の那覇と石垣の比較表

観 測 所

　　月別雨量(表－５の400mm以上の降雨)と豪雨(表－４)の関係を整理したものを表－６に添付

月合計雨量が400mmを越えた月は過去33年間のうち29ヶ月である(那覇は20ヶ月）。　

月合計雨量も多い」と言える。
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　３）．月合計と豪雨の関係

①

②

③

④

716.0

月

6
1 1 210

190.0 19 84.0

時間雨量40mm以
上の発生回数

55 2002 H.14

5
36 1992 H.4
26 1989 H.1
12 1984 S.59 4 1

2

637.5 4

月合計雨量
雨量 多い順

1

洪水注意報の
発令回数

419.0 24

478.0 13
480.0 12

68 2008 H.20 9 14 23

　　表－１の集中豪雨の多い６降雨表－７に添付します。また、この降雨分布図を図－２に添

表－７．１石垣降雨の特徴を示す降雨状況表

降雨のピークは１回だけである（那覇は複数回ある）。

時間雨量が大きい雨（40mm以上）が、２時間ほど続く。

降雨継続時間（11～24時間）は短く、那覇（29～49時間）の半分程度である。

この降雨があった月の合計雨量が多い（400mm以上）。

　付します。これらより、次の傾向を読み取ることができます。

降雨
No.
生 起 年 月

１降雨の雨量 時間雨量
雨量 多い順 雨量 多い順

2 1977 S.52 7 22 229.0 11 72.0 7
12 1984 S.59 4 15 285.0 5 75.0 5
26 1989 H.1 5

8
13 268.0 7 120.0

18 70.5197.011
10

36 1992 H.4 6
55 2002 H.14 11

降雨継続時間
時間 多い順

12

24 336.5 1 67.5

1

2
3
2
2

20
25
32
10

降雨
No.
生 起 年

2 1977 S.52 7

1
1

68 2008 H.20 9 1 667.5 32
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３．石垣地方の降雨傾向

　１）．大雨の発生日

①

②

　　石垣の降雨傾向は那覇との降雨日が異なり(表-８参照)、「相関関係はない」と言えます。　

　　那覇と石垣の大雨が発生した日にちを表-8に添付します。これより次のことを読み取るこ

発生件数は那覇67回に対し、石垣が70回で、ほぼ同じ回数です。

　とができます。

同時に発生したのは、僅かに１回だけである。
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　２）．那覇と石垣の確率雨量

①

②

那覇資料は、1953（S.28）から2009（H.21）まで（57年間）によるものである。

石垣資料は、1949（S.24）から2009（H.21）まで（61年間）によるものである。

変わらないことによる。

84.9 24.7

29.5

10 分 間 雨 量

那 覇 石 垣 那 覇 石 垣

26.010 274.9 253.0 84.8

確率年
日 雨 量 時 間 雨 量 10 分 間 雨 量

那 覇 石 垣 那 覇 石 垣 那 覇 石 垣

20

表－11　那覇と石垣の確率雨量計算結果表

10 278.8 254.0

資料は、1977（S.52）から2009（H.21）まで（33年間）によるものである。

25.487.9 85.0 25.8

34.0 32.7

29.5122.0

98.9 27.6

93.9

29.0

26.6 27.9

99.2

20 314.2 279.3 94.0

30 336.9 293.9

113.4 30.5 32.1

50 365.2 312.5 105.7 105.1 28.8 30.4

100 403.6 334.7 114.4

122.0 29.5 31.0

200 442.2 357.2 123.0 121.5 32.0 33.7

既往最大 468.9 303.0 110.5

　より算定したもので、表－11はこれより以前の資料(測候所のデータとして信頼がおけると

時間雨量・10分間雨量ともに同程度であるが、石垣の日雨量は、那覇よりもかなり小さい。

資料の収集期間を換えても確率雨量は大きく変わらない。これは、既往最大値が大きく

  判断した資料)より把握したものである。これより次のことを読み取ることができます。

表－10　那覇と石垣の確率雨量計算結果表

確率年
日 雨 量 時 間 雨 量

那 覇 石 垣

　　那覇と石垣の確率雨量計算を行うと下表のとおりとなります。表－10は近年33年間の資料

200

100

50

30

既往最大 427.5 303.0 110.5

437.3 354.4 133.4 114.7

401.2 332.9 122.4 108.4

103.9

32.2 31.1

29.0 28.2

30.4 29.4365.1 310.5

338.3 293.5

27.2316.7 279.4 97.7 92.6 27.9

96.8

111.7 101.8
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